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た
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朝
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ご
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を
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ん
と
分
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た
ち
の

仕
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、
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っ
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小
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五
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国
語
】
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答
時
間
四
十
分

正
答
例

病
 

採点要領

１
設問一別解なし。

設問二

（）共に順不同でもよい。

設問三別解なし。

設問四ローマ字の書きは、アルファベットが正しければ罫線上の適切な場所

に正しく表記されていなければならない。大文字での表記は不可。

設問五別解なし。

２
設問一設問二

別解なし。○Ａ・Ｂ・Ｃは、別解なし。 

（一問ずつ採点） ○Ｂは、八画目をはねていないものは不可。 
 
 

設問三別解なし。 

説問四別解なし。 
 

設問五

○『弟を守る、大切にする、誕生や成長を喜んでいる』などと同義で書か

れており、三十字以上六十字以内であるものを正答とする。 

○「だいじょうぶだよ、お兄ちゃんがついてるだろ。」という会話文を引

用していないものは不可。 

○なお、漢字の正誤、句読点は、今後の指導に生かすこととし、誤りがあ

っても可とする。 

 

３
設問一別解なし。 

設問二別解なし。 

設問三別解なし。. 
 

設問四
○「ごみを分別して出すことによって、ごみを分ける人の作業が楽にな

ったり、危険な目にあったりすることがなくなること。」、「ごみを分別

することがリサイクルにつながり、ごみが減って、しょ分場に運ばれ

るはいも減ること。」などと同義で書かれてあるものを正答とする。

○ごみしょ理場で働いている人のインタビューの中で、「ごみを分けてい

る人の話」「燃やしたごみを運ぶ人の話」をもとにして理由を書いてい

るものを可とする。「ごみを燃やしている人の話」をもとに理由を書い

ているものは不可とする。

○なお、漢字の正誤、句読点は、今後の指導に生かすこととし、誤りが

あっても可とする。

設問五
別解なし。

（平成二十九年度長崎県学力調査【小学校第五学年国語】）
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正 答 例

病 

採
点
要
領

１設
問
一

別
解
な
し
。

設
問
二

（

）
共
に
順
不
同
で
も
よ
い
。

設
問
三

別
解
な
し
。

設
問
四
ロ
ー
マ
字
の
書
き
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
正
し
け
れ
ば
罫
線
上
の
適
切
な
場
所

に
正
し
く
表
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
文
字
で
の
表
記
は
不
可
。

設
問
五

別
解
な
し
。

２設
問
一

設
問
二

別
解
な
し
。

○
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
は
、
別
解
な
し
。 

（
一
問
ず
つ
採
点
） 

○
Ｂ
は
、
八
画
目
を
は
ね
て
い
な
い
も
の
は
不
可
。 

  

設
問
三

別
解
な
し
。 

説
問
四

別
解
な
し
。 

 設
問
五

○
『
弟
を
守
る
、
大
切
に
す
る
、
誕
生
や
成
長
を
喜
ん
で
い
る
』
な
ど
と
同
義
で
書
か

れ
て
お
り
、
三
十
字
以
上
六
十
字
以
内
で
あ
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。 

○
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
つ
い
て
る
だ
ろ
。
」
と
い
う
会
話
文
を
引

用
し
て
い
な
い
も
の
は
不
可
。 

○
な
お
、
漢
字
の
正
誤
、
句
読
点
は
、
今
後
の
指
導
に
生
か
す
こ
と
と
し
、
誤
り
が
あ

っ
て
も
可
と
す
る
。 

 ３設
問
一

別
解
な
し
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設
問
二

別
解
な
し
。 

設
問
三

別
解
な
し
。. 

 設
問
四

○
「
ご
み
を
分
別
し
て
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
を
分
け
る
人
の
作
業
が
楽
に
な

っ
た
り
、
危
険
な
目
に
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
こ
と
。
」
、「
ご
み
を
分
別

す
る
こ
と
が
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
、
ご
み
が
減
っ
て
、
し
ょ
分
場
に
運
ば
れ

る
は
い
も
減
る
こ
と
。
」
な
ど
と
同
義
で
書
か
れ
て
あ
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。

○
ご
み
し
ょ
理
場
で
働
い
て
い
る
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、「
ご
み
を
分
け
て
い

る
人
の
話
」「
燃
や
し
た
ご
み
を
運
ぶ
人
の
話
」
を
も
と
に
し
て
理
由
を
書
い
て
い

る
も
の
を
可
と
す
る
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ご
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を
燃
や
し
て
い
る
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の
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。
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Ｄ

別
解
な
し
。
（
算
用
数
字
も
可
）

別
解
な
し
。
（
完
答　

順
不
同
で
も
よ
い
。
）

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
正
し
け
れ
ば
、
罫
線
上
の
適
切
な
場
所
に
正
し
く
表
記
さ
れ
て

い
な
く
て
も
可
。
大
文
字
で
の
表
記
は
不
可
。


